
■問　文化財課内
市史資料調査室
☎（41）4566

戦国時代、鷲塚村片山八次郎の先祖は、松平家へ
仕える武士でした。片山家の系図・由緒書・過去帳
には、この家へ家康の母（於大）の妹、お亀が嫁い
できたと書かれています。
片山八次郎は、先祖供養がしたいと武士の身分を

捨て、鷲塚村に住み庄屋・廻船問屋となりました。
片山家は、幕府の基礎を築いた大名家となっていっ
た人々とも血縁関係があったのです。河川・海には
縄張りがあり、八次郎は幕府創成期から明治の初め
まで、矢作川・三河湾での廻船問屋仲間の元締めと
して活躍しています。
江戸時代に入ると、街道の整備が図られました。

東海道には日本一長い矢作橋（岡崎市）が架けられ
ました。この幕府の矢作橋造りを八次郎が引き受け
ることもありました。1674年のことですが、八次郎
は、矢作橋を造る材木5,800本を紀州大杉山で調達し、
建設現場へ納めています。
橋は無事完成し、お祝いの三代渡り初めも無事に

済みました。ところが幕府勘定所は1676年になって
も片山八次郎に支払いをしてくれませんでした。八

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.76　鷲塚湊と矢作川⑵
次郎は工事に関わった人々が借金などをして困って
いるから、請負金額どおり支払うよう願書を幕府勘
定所に提出しています。提出された片山家の文書は、
岡崎市美術博物館の「矢作川－川と人の歴史」展で
紹介されています。また、「矢作橋修復記録」（『新編
岡崎市史料近世下７』）にも掲載されています。1745
年の矢作橋普請では、平坂湊の廻船問屋新実半左衛
門と市川彦三郎が、八次郎に材木の値段を相談して
います。『平坂町誌稿』では、両名の先祖は、鷲塚湊
片山八次郎のもとで働いていたことを伝えています。
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△矢作橋想像絵図（市史資料調査室作成）

病院では、医師や看護師、薬剤師などの資格が必要な職種だけでなく、資格
が無くても働くことができる職種がいくつかあります。そのなかの１つが医師
事務作業補助者という職種です。診療クラークは主に外来診察室で、医療秘書
は主に事務所で業務を行っており、どちらも医師の指示のもと、医師との協力・
連携を図り、大きく分けて３つの事務を行っています。
・文書の代行作成（診断書、主治医意見書、
証明書、紹介状など）
・各種代行入力（問診票の診療録記録、指導
料オーダ、検査オーダ、入院オーダなど）
・外来診察時の案内や説明（次回受診、予約
入院、検査、注射、点滴、化学療法など）

直接的な医療行為をすることはできませんが、患者さんと病院側の架け橋
となる役割を担い、医師の診察業務をサポートするチーム医療に欠かせない
存在です。

医師事務作業補助者（診療クラーク・医療秘書）のお仕事

ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050
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資源ごみステーションで分別して排出されたごみ
は、資源再生業者へ売却され市の収入となります。
また、細かく分別されることにより、回収後の更な
る分別費用がかかることなく売却ができ、処分費も
抑えることができます。昨年度も約1,300万円の歳入
があり、環境衛生事業に役立たせていただきました。
皆さんの協力が市の財政にも環境にも役立ちます。

町をきれいに クリンピー情報局町をきれいに クリンピー情報局
■問　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

令和元年度資源ごみ売却代　1,317万9,030円
分別のご協力ありがとうございます

■　市内団体への資源回収報奨金制度
市では、資源ごみの集団回収に協力した団体に報
奨金を交付しています。各種団体でのごみ減量やリ
サイクルの推進をお願いします。

・商店・事業所などか
ら排出されたものは
対象になりません。
・申請には、事前に団
体登録に登録が必要
です。環境課へ問い
合わせてください。

令和元年度決算 資源となるごみ回収量と歳入

新型コロナウイルス感染症拡大が心配されるなか、
今年は訓練が例年どおりに行えていないのが事実で
す。とは言え、市民の生命と財産を守るために、各
分団では細心の注意を払いながら、有事に備えての
各訓練、水門、防潮扉、資機材、車両の点検を行っ
ています。
近年、全国各地で様々な風水害が発生しています。
海と川に挟まれた地形の碧南市は、いつ自然の猛威
に襲われてもおかしくないまちだと思っています。

市消防団では、風水害にも備えた訓練も行っていま
す。しかし、もし大きな災害が発生してしまうと消
防署、消防団だけでは対応しきれないのも事実です。
そのようなこともあり、市消防団は団員の任期を定
め、任期が満了すると卒団し、新たな入団者を毎年
迎えています。こうすることで、市民のなかに訓練
経験者、実務経験者となった消防団ＯＢが増えてい
きます。災害時に、「どうしていいのか分からない」
と言うことがないように、ご家族やご近所に消防団
員、消防団ＯＢが居ることも一つの安心につながる
と思います。また、防災の知識や技術を持つことで、
地域や会社でいざという時に家族や仲間、大切な人
を守ることが出来るかもしれません。
自分の家族は自分で守る。自分のまちは自分で守
る。志を持った人たちに消防団の扉を叩いていただ
きたいと願っています。

消防副団長
杉浦清貴さん

若い力で地域を守る

報奨金
対象品目

金属類
古布類 ５円／kg

報償金額

５円／kg

７円／kg古紙類 古新聞・ダンボール・古
雑誌・紙パックなど

びん類

古着・ボロ布

備考

飲料缶など

５円／本 一升びん・ビールびんな
どの生きびん

金属類・そのほか分別できないもの
発泡トレー　発泡スチロール
ペットボトル　硬質プラスチック
紙類（新聞紙・折込チラシ、ダンボ
ール、紙パック、雑誌など）
布類

合計

スチール缶　そのほかの缶
アルミ缶（飲料缶）

一升びん　ビールびん
無色のびん　茶色のびん
青・緑のびん　黒色のびん

456,130㎏

64,110㎏

248,090㎏

14,755㎏

33,285㎏

123,030㎏

61,130㎏
1,356,000㎏

355,470㎏

消防団員募集中
■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875
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